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児の人数） 持ちが理 持ちが理 その他 不明
解できる 解できない
合計 878 324 359 188 710α0 36．9 40．9 40．9 0．8
しかるほうが 93．0 47 26 20 0
多い 100．0 50．5 28．0 21．5 0．0
ほめるほうが 73．0 25 32 16 0
多い 100．0 34．2 43．8 21．9 0．0
1 しかる・ほめ 28．0 93 117 67 3
9 る半々 100．0 33．2 41．8 23．9 1．1
9 しからないよ
6 うに気をつけ 47．0 24 17 6 0?
ている 100．0 51．1 36．2 12．8 0．0
できるだけほ
めるように心 163 51 79 31 2
掛けている 100．0 31．3 48．5 19．0 L2
とくに気にか 159 62 61 35 1
けていない 100．0 39．0 38．4 22．0 0．6
合計 903 263 393 231 16100．0 29．1 43．5 25．6 1．8
しかるほうが 66 34 11 20 1
多い 100．0 51．5 16．7 30．3 1．5
ほめるほうが 140 35 69 34 2
多い 100．0 25．0 49．3 24．3 1．4
しかる・ほめ 300 87 128 80 5
2 る半々 100．0 29．0 42．7 26．7 t7
0 しからないよ
0 うに気をつけ 34 5 19 9 1
6 ている 100．0 14．7 55．9 26．5 2．9?
できるだけほ
めるように心 165 43 74 45 3
掛けている 100．0 26．1 44．8 27．3 1．8
とくに気にか 162 49 76 35 2
けていない 100．0 3α2 46．9 21．6 t2
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計 702 193 310 184 1527．5 44．2 26．2 2．1
501 146 221 123
?












6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 50．0 16．7 16．7









る場所 6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 50．0 16．7 16．7












6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 5α0 16．7 16．7










不明 　6100．0 　116．7 　350．0 　116．7 　116．7









職場環境 6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 50．0 16．7 16．7









済的支援 6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 50．0 16．7 16．7










6 1 3 1 1不明 100．0 16．7 50．0 16．7 16．7
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　　　　　　　　　　　一児童虐待に対する母親の意識調査結果を通して
（6）母親の就労に対する考え方別児童虐待に対する意識
　①母親が職業を持っことへの考え方別
　　子どもを持つ母親が働くことについては、「家庭と両立させて主婦も生涯働いても良い
　と思う」が51．9％と最も多い。10年前の調査に比べると、「子どもが乳幼児の頃は働くべ
　きではない」が減少し、「家庭と両立して就労するのも良い」が増加している。児童虐待
　に対する考え方とのクロス集計の結果は、「理解できる」は、子どもが乳児の頃働くべき
　ではない、と回答した人が30．0％で最も多く、次いで両立させて就労しても良い、と子ど
　もが働くことも経済的理由ならやむを得ないがそれぞれ約28％である。子どもが小学校卒
　業までは働くべきではないと回答している人は、13．3％と非常に少ないのが目立っ。1996
　年の調査結果では、回答者は少なかったが、「中学校を卒業するまで働くべきではない」
　と回答した人で「理解できる」は77．8％と最も多かった。「小学校を卒業するまで働くべ
　きではない」「主婦は働くべきではない」と回答した人は「理解できない」が多かった。
　その他の回答間に大きな差異はみられない。2006年調査では、両立させて働いても良い、
　経済的理由なら働いても良いの回答が児童虐待に対する考え方において、母親の就労に対
　する考え方との相関関係がうかがえる。（表37）
表37児童虐待について（子どもを持つ主婦の就労への考え方別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段＝実数下段＝％）
児童虐待に対する考え
全体 母親の気持ちが理
解できる
母親の気
持ちが理
解できない
その他 不明
合計 702100．0
193
27．5
310
44．2
184
26．2
15
2」
子供が乳児のころは働く
　　　べきでない
　60
100．0
　18
30．0
30
50．0
　11
18．3
　1
1．7
子どもが小学校入学前は
　　働くべきでない
　32
100．0
　6
18．8
20
62．5
　5
15．6
　1
3．1
子どもが小学校卒業まで
　　は働くべきでない
　15
100．0
　2
13．3
　9
60．0
　3
20．0
　1
6．7
子どもが中学校卒業まで
　　は働くべきでない
　　1
100．0
?．?
　　1
100．0
?．? 　0
0．0
子どもが高校卒業まで働く
　　　べきでない
　　3
100．0
?．?
　2
66．7
　1
33．3
　0
0．0
主婦は働くべきではない 　　1100．0
?．?
　　1
100．0
?．?
　0
0．0
家庭と両立させ主婦も生
　　涯働いてもよい
365
100．0
103
28．2
152
41．6
103
28．2
?．?
子どもが幼くても経済的理
由で働くならやむをえない
172
100．0
47
27．3
80
46．5
41
23．8
　4
2．3
その他 　41100．0
　12
29．3
　11
26．8
　17
41．5
　1
2．4
不明 　12100．0
　5
41．7
　4
33．3
　3
25．0
　0
0．0
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②有職の母親の就労継続の意志別
　有職の母親の就労継続の意志は、68．8％が働き続けたい、そのうちやめたいが6．9％で
ある。10年前の調査に比べて前者が3．2ポイント増加し、後者が4．2ポイント減少している。
児童虐待にっいて母親の気持ちが「理解できる」は、働き続けたい人が28．4％で最も多く、
そのうちやめたい人より10．2ポイント多い。「理解できない」は、そのうちにやめたい人
が50．0％で、働き続けたい人より4．1ポイント多い。就労の継続にっいてわからないと考
えている人は、「その他」が最も多く、「理解できない」は最も少ない。前回調査では、
「理解できる」はそのうちにやめたい人が43．8％で最も多かったが、2006年調査では大き
く減少し、順位が逆転している。10年間の間に、保育施策の向上が見られたと受けとるべ
きであろうか。（表38）
表38児童虐待について（母親が有職の場合の今後の就労意向別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段＝実数下段＝％）
児童虐待に対する考え
全体 母親の気持ちが理
解できる
母親の気
持ちが理
解できない
その他 不明
合計 702100．0
193
27．5
310
44．2
184
26．2
15
2．1
働き続けたい 218100．0
　62
28．4
100
45．9
　52
23．9
?．?
そのうちにやめ
たい
　22
100．0
　4
18．2
　11
50．0
　7
31．8
?．?
わからない 　58100．0
　16
27．6
　23
39．7
　19
32．8
?．?
不明 　19100．0
　4
21．1
　10
52．6
　5
26．3
?．?
③母親の無職の場合の今後の就労以降別
　無職の母親の80．6％が将来働きたいと答えており、10年前に比べると10ポイント増加し
ている。「理解できる」についてみると将来働きたい人が29．5％で、将来も働きたくない
人に比べ12ポイント多い。「理解できない」は将来も働きたくない人は57．1％と働きたく
ない人の40．9％と大きな差異が見られる。前回調査と比較すると、将来も働きたくない人
が「理解できる」との回答が27．0％であったので9．5ポイント上昇した他は両調査結果に
大きな差異はみられない。本調査において、就労の動機として、家計の補助等の経済的理
由をあげた母親は合計69％に達し、10年前に比して増加している。働き続けたい人と、将
来は働きたい人は、いずれも児童虐待にっいて「理解できる」が29％前後を占め、一方、
そのうちに就労をやめたい人と将来も働きたくない人が、同様に18％前後となっている。
就労の動機が経済的理由が大きいとするならば、両者の差異は就労の動機に起因している
とも考えられる。（表39）
　児童虐待発生のリスク因子に関する一考察
一児童虐待に対する母親の意識調査結果を通して
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表39児童虐待について（母親が無職の場合の今後の就労意向別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段＝実数下段．．e／o）
児童虐待に対する考え
全体 母親の気持ちが理
解できる
母親の気
持ちが理
解できない
その他 不明
合計 702100．0
193
27．5
310
44．2
184
26．2
15
2」
働きたい 30810α0
　91
29．5
126
40．9
82
26．6
　9
2．9
働きたくない 　63100．0
11
17．5
36
57．1
　14
22．2
?．?
不明 　11100．0
　4
36．4
　3
27．3
　4
36．4
?．?
6．結　論
　児童虐待の発生要因に関して、1970年代以降、専門の立場からの理論がみられるようになっ
た。ベルスキーは、1978年、①精神医学的モデルー虐待の加害者がもっ諸要因を虐待発生の主
因として重視するもの　②社会学的モデルー虐待の発生要因を社会的ストレス、低所得、地域
での孤立、多子家庭、夫婦の不和などに求める　③子どもが養育者に及ぼす影響モデルー虐待
発生要因として子ども自身の要因、親や家庭の問題ではなく、親とその子どもとの関係を問題
とする。ベルスキーは、これらの親、社会、子どものダイナミックな相互作用が虐待発生に関
与していることを指摘している。（注6）　ブロンフェブレナーは1977年子どもと環境との相
互作用を重視し発達生態学理論にもとつく包括的なモデルを示した。ベルスキーはこの理論の
枠組みを用いて虐待の発生要因を整理した。庄司は、虐待の発生に結びっく可能性のある虐待
のリスク要因（危険因子）は、虐待発生の可能性を高める要因であるが、「リスク因子」イコー
ル「虐待の発生」とはいえないことに注意するべきであること。そして、リスク因子のみでな
く虐待の発生を防止するようにはたらく要因として、補償因子も考慮に入れるべきであること
を述べている。例え児童虐待発生の諸条件である虐待リスク因子が存在したとしても、それを
克服できる知的能力等すぐれたものをもっていたり、良い伴侶や友人に恵まれたり、経済的に
安定した家庭生活や、その社会が暴力に反対する文化である事や、子どもを社会全体で育てよ
うという感覚を共有する文化においては、虐待の発生を防止するように働くという。逆に、子
どもを親の所有物とみなす文化や、体罰を容認する文化、経済的不況などは児童虐待のリスク
を高めるという。（注7）　補償因子の説は、日本の社会で増加している児童虐待発生の要因
の理解と一方、防止のための取り組みについて重要な示唆を与えていると考える。
　深谷らは、育児不安に関する国際比較調査において、質問紙調査の中で「子どもがかわいく
ない」と答えた事例を分析し育児不安の中にひそむ虐待のリスク要素を調べた結果、日本の母
親のきわだった育児不安の実態がみられることを明らかにしている。虐待者の60％以上が「子
どもがかわいくない。虐待しそう」との回答がみられるという。（注8）
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　本稿においては、「児童虐待をする母親の気持ちが理解できる」と「理解できない」のグルー
プに分け、子どもを養育中の母親の意識にっいて、多岐にわたる要素をクロス集計し分析を試
みた。10年間における2回の調査結果に類似の傾向がみられたものも多かったが、逆転してい
る結果もみられ、分析・考察の困難なものもあった。1996年調査と比較すると、2006年調査で
は、「児童虐待をする母親の気持ちが理解できる」が35．5％から8ポイント減少し、27．5％に
なっていることは特記すべきことと考える。「虐待する母親の気持ちが理解できる」と回答し
た母親を「育児にストレスを有する人」あるいは「児童虐待のリスク因子をもっ人」として、
状況によっては「児童虐待予備軍」と呼べる母親たちとの仮説においては、この回答の結果は
望ましい傾向といえよう。先の2回の調査時期に比べると、今日地域社会における子育て支援
への多様な取り組みは目をみはるばかりである。親が求めるなら、様々な場所に育児相談が用
意されており、母親を孤立化させない取り組みも多く見られるようになった。しかし、児童虐
待は、事件として報じられない日はない程あとを絶たない。
　多くの親は、わが子を大切に育み、子どもの将来のために心を砕き、努力している。しかし、
児童虐待は時には最悪の事態として発生している。虐待発生の諸条件が重なりリスク因子を克
服する補償因子が、親自身と取り巻く環境の中に十分に存在していなかったと理解される。母
親の児童虐待に対する意識調査結果から、児童虐待にっいて母親の気持ちが「理解できる」と
「理解できない」において明らかな有意差がみられたものとして、居住地域、1人親家庭（母
子）、住宅事情、経済的事情、祖父母と会う頻度、母親が子ども時代に受けた躾のあり方、育
児書からの情報、父親の育児参加の有無などがあげられる。一一方、中でも子どもへの言葉かけ
の内容、体罰、子育て中の意識にっいての差異は顕著であり、強い育児ストレス感、あるいは
明らかに児童虐待発生のリスク因子として考えられる。
　以上のことから、多くの家庭は、児童虐待発生のリスク因子といえるものを抱えながら子ど
もを養育していることがうかがえる。児童虐待発生の防止のためには、社会保障を含めた多様
な子ども家庭福祉施策を始めとして、児童養育にふさわしい社会の健全な文化と、子育てしや
すい温かな社会環境が補償因子として求められており、それは喫緊の課題であるといえる。
注
??
4
5
6
深谷冒志編「育児不安の国際比較」学文社　2008年　115頁
高橋重宏編「子供虐待・新版」有斐閣　2008年　96～97頁
伊藤わらび「児童虐待に対する母親の意識と育児支援施策のあり方」大妻女子大学一家政系一第35号
　1999年
伊藤わらび「乳幼児の育児の実態と母親の育児意識　その1．　20年間の変貌にみる育児の諸問題と
育児支援のあり方」十文字学園女子大学人間生活学部紀要　第5巻　109－140頁　2007年
國米欣明「その子育ては科学的に間違っています。」三一書房　2007年　34頁
國米は、医師の立場から、乳児期の育児の困難な原因の一っとして、これまで推奨されてきた「欲し
がるときに欲しがるだけ」という子どもの意志にまかせた「自律授乳法」にあると指摘している。乳
児の脳の発達のためにも親が授乳間隔を決めるよう提言している。
前掲書（注2）94～95頁
　児童虐待発生のリスク因子に関する一考察
一児童虐待に対する母親の意識調査結果を通して
7．　前掲書（注2）103－104頁
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No．35　1999年
伊藤iわらび「乳幼児の育児の実態と母親の育児意識　その1．20年間の変貌にみる育児の諸問題と育
児支援のあり方」十文字学園女子大学人間生活学部紀要　第5巻　2007年
池田由子「児童虐待」中公新書　1987年
斉藤　学「子どもの愛し方がわからない親たち」講談社　1992年
津崎哲郎「子どもの虐待」朱鷺書房　1992年
大日向雅美「子育てがいやになるときつらいとき」主婦の友社　1993年
西澤　哲「子どもの家族への治療的アプローチ」誠信書房　1994年
斉藤　学編「児童虐待（危機介入編）」金剛出版　1994年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998年
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Summary
　　　　　The　child　abuse　is　increasing　year　by　year　in　Japan．　The　Child　Guidance　Centers　accepted　the
cases　of　the　child　abuse　over　40000　in　2007．　This　number　is　36．9　times　compared　with　1990．　The　infants
in　the　children　who　received　cruel　treatments　account　for　42．3％．　I　atternpted　to　study　the　appropriate
surroundings　of　child　care　to　prevent　from　abusing　children，　and　I　tried　to　find　the　risk　factors　of
child　abuse．　I　carried　out　3rd　research　study　in　2006，　using　702　mothers†answers．27．5％in　rnothers　an－
swered　they　understood　the　mothers’feeling　who　treated　their　children　badly．　In　1996　survey，　it　was
35．5％．It’s　seemed　that　there　are　some　kinds　of　the　child　care　support　measures　in　community　nowa．
days．　The　result　of　2006　study　shows　as　the　risk　factor　the　stress　of　mothers　on　bringing　up　their　chil－
dren，　which　are　given　by　the　economy，　the　condition　of　house，　one　parent　family，　the　information　for
the　child　care，help　of　husband，　the　discipline　in　mother’s　child　hood，　seeing　the　grand　parents，　etc．
Many　family　have　such　problems　as　the　risk　factor．　The　various，　and　appropriate　child　care　support
measures　in　community　to　prevent　the　child　abuse　need　as　compensation　factor．
